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基板上に配置した金属ナノ構造によって光を操作するメタサーフェスは様々な超薄型光

学素子を実現できるため、近年研究が盛んに行われている。その応用の１つに、光を１点

に集光するメタレンズがある。近年では色収差のないメタレンズが開発されるなど注目が

熱い[1]。このメタレンズを用いて焦点位置を自在に制御できれば、実用性のさらなる向上

が期待できるが、これまでの研究では光軸方向に沿った焦点距離可変型メタレンズが報告

されているのみである[2]。 

 本研究では、マルチリング・メタレンズによる光軸外方向も含めた３次元焦点位置制御

に関する電磁場シミュレーション研究を報告する（Fig.1(a)）。本メタレンズは、SiO2 基板

上に金ナノリングアレイを配置した構造を有する。まず、リング間のギャップ幅を制御す

ることによって、光軸方向に 1100 nm 焦点距離を変化させられることを確認した。次に、

各リングを光軸外方向にシフトさせることによって、光軸外方向に 55 nm 焦点位置を変化

させられることを見出した(Fig. 1(b))。これらの結果は、メタレンズの３次元焦点位置制御

性を示す結果であり、メタレンズの更なる発展に繋がると期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. (a) Schematic of multi-rings metalens for 3D control of focus position. (b) Light intensity 

distribution around focus spot for metalens showing control of focus position in on- and off- axis. 
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